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1　 は じめに

　語彙 に は
， そ れ を使用 した 人や それ を作 っ た人の 考えや願 い が 染み込ん で い る 。 また

， 語彙

は
，

社会環境や 自然環境 ，
さ ら に そ う した環境か ら芽生 えた文化 とい っ た形 而下 的 な

，
そ して

形而上 的 な歴史的背景 を もっ て い る 。 こ の 語彙の 成立や発達 ・変遷に つ い て の 研究 は
， 国語学

者を中心 に古 くか ら行われ，最近 に なっ て漸 くそ の総括的研究へ の 取 り組み も見 られる よ うに

な っ た 。 しか し
， 語彙の 複雑多岐性か ら

， 現在 ま で 十分 な成果が得 られ て い る とは言 えな い
。

勿論 ， 著者 らの 係 わる体育学や保健学の 分野 に つ い て も同様 で あ る 。

　こ れか らは
， 各専門分野 にお い て も，国語学者に よ っ て推進 され て きた よ うな語誌的研 究が

一
層促進 されなければ ならな い

。 その 真剣な取 り組み は
， その 分野の 更 なる 発展 を約束 する に

違 い な い
。

皿　 研 究 目的 ・方法

　現在 ， 「保健」 と い う語彙は
，

わ れわ れの 健康問題 に係 わ る 語彙 と して 多 くの 分 野で 使用 さ

れて い る 。 しか し ，
こ の 「保健」の 語誌 に つ い て は ， まだ十分 に明 らか に され て い る とは 言え

ない
。

　本稿 で は ，こ の 「保健」 とい う語彙に つ い て ，諸文献に よ り初 出か ら定着 まで の 来歴 を類義

語の 検討 を も加えて検証する 。

皿　結果 と考察

　 『漢字百科大事典』 に よれば
， 「保健」は

， 近代 に 入 っ て わが 国で 誕生 をみ た和 製漢語 と さ

れて い る 。

ω
しか し，同事典は，こ の 「保健」に係る出典名 ， 原語名 （訳語で あれ ば），造語
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者名及 び研究文献名を明 らか に して い ない
。

 
つ ま り，こ の 「保健」 の 誕生 に係わ っ ては

，
い

まだ不明な点の多い こ とが理解で きる 。 従 っ て ，本稿で は，上記の不明な点は勿論の こ と，こ

の 「保健」 の 誕生以前 における類義語及び誕生後の 定着過程 に つ い て 検討 した い 。

　 1 ．前史
一

「養生」と 「衛生」を中心に

　後述 の 「保健」 とい う語彙が文献上に現 わ れる時点，つ ま り，幕末 まで に は
，

こ の 「保健」

の 類義語 と考 えられ る語彙が多 く見 られ た 。 管見 の 限 りで は
， 例 えば，以 下 の ような類義語 を

挙げる こ とがで きる 。 なお ， 出典に係る文献名は ， 1例だけ を掲載す る に とどめ た い
。 また ，

表記 に つ い て は
， 原則 と して 常用漢字 を使い た い

。

　衛生
〔3）

， 養生 ・摂養 ・保養 ・無病無老 ・延寿
（4）

，養老 ・長寿 ・摂生
 

， 保生
 

，無病延

命 ・無病息才
 

， 養性
 

， 長命
（9）

， 不老長生
 

， 息災
qD ・頤生

〔12）
， 求寿 ・養寿 ・寿養 ・延

齢 ・健 全
（13）

　これ ら の 類義語の 中で は
， 死語 とな っ て い る もの もあれ ば

， 現在 もなお 使用 され て い る もの

もある 。 本稿で は ， 「保健」の 前史 として ，今 もなお健在 の 「養生」 と 「衛生」 に絞 っ て以下

検討 を進め て い く。

　 「養生」 と 「衛生」に関す る語誌的研究は ， 多 くはない が ， 主要なもの と して は ， 体育学分

野で の 今村嘉雄の 『日本体育史』
（14）

，国語学分野で の 半沢洋子の 「えい せ い （衛生 ）よ うじ よ

う （養生 ）けんぜ ん （健全）」
（15）

， 社会衛生 学分野で の 小野芳朗の 『〈清潔 〉 の 近代亅や 瀧澤利

行の 『健康文化論』等
“6）

の 報告 を挙 げる こ とがで きる 。 本稿 は，こ れ らの 報告 を重要参考資

料 と して論 を進め る 。

　 「養生」 と 「衛生」 は漢語 で あ り， 後述 の よ うに ， 『荘 子』に その 用例 が見 られる 。 『荘 子』

は，藤原佐世編 『日本国見在書目録』に記載され て い る こ とか ら，こ れ らは，平安時代初期に

はすで に わ が国に移入 され て い た もの と考 えられ る語彙で ある 。

（17）

　現在 ， 「養生」は ， 「健康 を維持 し ， そ の 増進 に努める こ と」「病気の 手当て をす る こ と」の

意で
， 「衛生」は

， 「健康に気 をつ け ， 病気の 予防 ， 治癒 をはか る こ と」 の 意で用 い られ て い る 。

 

しか し ， 中国古典の 「子」書 に よれ ば
，

こ の 両語の 原義は
， 人間の 生 きか た

， 人生観 あ る い

は生命観 に係わ る語で あ っ た。中国の 戦 国時代 に荘周が著わ した とされ る 『荘子』， 苟子 の

『荀子』 に は
， 次の ような用例 が見 られ る 。

　 「文惠君日，善哉。 吾聞二 庖丁之言一，得レ養 レ生焉。」（荘子，養生主）
（19）

（「善哉，吾聞＝ 庖丁

之言一
， 得 養 生一焉 。 」

（20）
）

　 「以 レ養 レ生爲二己至道一
。」 （苟子 ， 儒効）

（21＞

　 「老子 日 ， 衞生之經 ， 能抱 レ
ー

乎 ， 能勿 レ失乎 。 能無三 卜筮而知二 吉 凶一乎 。 能止乎 ， 能已

乎 。 」（荘子，庚桑楚）
c22）

　 「若二 麸 之聞二 大道一
， 譬猶 二 飲 レ藥以加 ヲ病也 。 趣願聞二 衞生之經一而已矣。 」（荘子 ， 庚桑楚）

（23）

　以 上 の よ うに
，

「養生」の 原義は 「生命を養う」こ とで あ り，
「衛生」の 原義は 「生命を守 り

全 うす る」 こ とで
， 両語 は 当初 か ら同義 的関係 に あ っ た 。

（24）  c26）
「生命 を守 り全 うす る」

「生 命 を養 う」 に は
，

生命 の 維持 と延寿 に係 わ る諸条件が 問題 とな る 。 当然 なが ら，健康問題

が主 要な条件 として浮上する 。
つ ま り，両語は，病気の予防か ら，そ の 治療 ・回復へ と語義内

容を拡充 させ て い く方向性 を有 して い た 。
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　 「養生」 と 「衛生」の 文献上 に登場する の は
， 移入時 よ りか な り下 っ て か ら で あ り， 「養生」

の 方が 「衛生」よ り早 く現 われる 。

　丹波康頼 （912− 995）撰 の 『醫心方』（第27・28巻）に 「養生」（「養性」）が見 られる。
〔27｝

同

書 は 中国の 医書約30巻 を引用 ・紹介 した もの で あ り， 第27・28巻 に は
， 飲食 ， 静座法，呼吸法 ，

身体活動，環境衛生 ，精神衛生
， 房事に係 る養生法が 紹介 され て い る 。 しか し，同書の 中国流

養生法が実際に活用 されたの は，近 世に入 っ てか らで あ っ た 。

（28）

　 『日本国語大辞典亅に よれば
， 藤原明衡 （989− 1066） の 『明衡往 来 一下本」 に 「

一
思 ＝ 李老

止足之 誠一
。

一
尋 二松子養生 之術一

。 而未 レ及 二 懸車之年齢一
。 」

（29）
との 例が ある とい う。 これ は ，

原義 を踏 まえた用法で あ っ た 。 時代が少 し下 っ て 栄西 （1141− 1215）は
， 『喫茶養生記 』で

「心の 臓が健 全で あれ ば五臓 和合 して健 康で ある 。 心の 臓 を強 くす る に は喫茶が最 もよ い 」
（30）

と
， 飲食と の 係わ りで 養生法を説 き，鴨長明 （1155− 1216）は，『方丈記』（1212）で 「つ ね に

あ りき
，

つ ね に 働 くは
， 養性 な る べ し 。 な んぞ い た づ ら に 休み居 ら ん」

（3D
と

， 身体活動 との

係 わ りで養生法 を説 く。

　一
方，「衛生」 の初見 は，丹波行長が 書 き写 した 『衛生 秘要抄』 （1288） とされ て い る 。

（zz） ω

こ の 書 は ，「衛 生」の 原義 を踏 まえた房事に係 る書で あ っ た 。 時代 が下 っ て近世初期 に至 り，

『林羅 山詩集
一

神農』 に 「炎皇徳与 二 日星一明，後世叨叨云 二衛生 一」
（34）

と，原 義に お ける 用法例

が登場する 。 そ の 後 ， 近世後期 に は病気の 予防 に係 る 語義 をもつ 「衛生」が ， 後述 の ように現

わ れ て くる
。

　 「養生」及 び 「衛生」の 語義 は
， 仏教や 儒教の 思想並び に 中国医学 や 西洋医学の 進展 とその

移入 の 影響 を受けて 変容 して い っ た 。 以下 ， その 若干の 事例 を掲げて み よ う。

　仏教で は，先述 の 栄西 に見 られ る室町時代の 僧侶たちに よる仏 説型 養生 法か ら始 ま り，そ れ

をさらに進展 させ た近世 中期 の 白隠慧鶴禅師 （1686− 1769）〈『夜 船閑話』 （1757）〉 の 呼吸法 を

中心 とした神仙型養生 法の
〔35）

流れ が見 られ た。 また，儒教では，儒 者で あ っ て 中国医学を学

んだ 医師 を兼ね た儒医 と呼ばれ た人た ちの 養生 法の 発展が見 られ た 。 鎌倉時代 に は宋の 医学が ，

室町時代には明の 医学が ， そ れぞ れわ が国の 養生思想 に影響を与 えた 。 明の 季策鑓・茱笄謨の

医学が，田代 三 喜 （1465− 1537）に よ っ て紹介 され ，曲直瀬道三 （1507− 1595）に よ っ て 普

及
・発展 し

， 「養心 と節欲」 を中心 と し た 「曲直瀬養生論」 を形成す る こ と とな る 。 以 後 ， 江

戸 時代中期に か けて素問や 傷寒論等の 古医学 とも係 わ っ て上記養生論は ，貝原益軒 （1630−

1714＞や香月牛山 （1656− 1740）へ と継承 ・進展を見せ た の で ある 。

（36＞

　貝 原益軒の 『養生訓』（1713）は ，「従来の養生説を集大成 した」 と評価 され て お り， 「養生

即人倫実践の 要道 とい う立場」 に 立 ち
〔3η

， 節欲 ， 養心 ， 養身 ， 身体活動の 必要性 ， 言語 を慎

しむ ， 正 しい 呼吸法 ， 健康生活 の 習慣化 ， 慎病 ， 択医 ， 用 薬 ， 養老 ， 育幼 ， 鍼 ・灸な ど， 多様

な具体的内容 をもつ 経験的 ・啓蒙的養生法で あ っ た 。

（38）

　 19世紀 に入 っ て も従来の 儒医の 養生 思 想が伝承 され て い た が ，前野 良沢 （1723− 1803） ・杉

田玄白 （1733− 1817）に よ る 『解体新書』（1774）の 公刊 を契機 に 西洋医学 へ の 関心が 高ま り，

陸舟庵の 『養生 訓』（1818− 1829）に も見られ る よ うな漢洋折衷の 時期を経 る 。 そ して ，高野

長英 （1804− 1850） ・岡研介 （1799− 1839）訳 の 『蘭 説養生録』が 紹介 され た 1830年 頃か ら

徐々 に西 洋式養生 論 へ の 変容 が顕現化 し始め る 。

（3Y）1864年に は
， 日本 人の 手に よる松本良順

（1832− 1907） ら の 『養生 法』 も公 刊 され ，西 洋衛生学へ の 本格的転換が 図 られ て い っ た 。 こ
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うした変容の 過程で は，語義の 多様化が見 られた 。

　疾病の 治療 ・回復の 意をも っ た 「養生」に つ い て の用例は ， 1700年代初めに現われる 。

　近松 門左 衛門の 『傾城壬生大念仏』（中）， （1702年初演） に は 「其後 へ 三宅彦 六は
， 傷養生

の た め ， 有馬 の 湯に入 り本復 し駕籠に乗 っ て帰る 。 」
（40｝

とあ り， 貝原益軒の 『養生訓』は
， 原

義か ら疾病の 予防 ， さらに 疾病の 治療
・
回復へ と語義を発展 させ て い る

。 そ の 後，小石川養生

所が設 立 （1722）され
， 疾病の 予防 と治療 ・回復 の 意を もつ 「養生 」が 明治期に至 る ま で

， 他

の 類義語を圧倒 し一般化して い っ た 。

　他方 ， 「衛生」 は
， 明治期 に 至 る まで 「養生」 に圧倒 されなが らも， その 同義語 と して

一
部

の儒医た ちに よ っ て用 い られ て い た 。

　本井子承 の 『秘伝衛生論』（1795）と 『長命衛生論』（1812）に は ，以下 の ように ，「衛 生」

が原義 と ともに疾病の 予防の 意と して も用 い られ て い た 。

（41）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くお b）

「つ ねに心得何げな くともお りへ 購 を去 る用心 ある べ し，これ飴 雕 の心得に よろ し

き事也 ，此養生 に もち ゆる に は此表の 追蟲湯 よろ し
， 用 ひ て か んが へ 給 ミ忍し。 」

｛42）

　 「予 密に 是を考れば
， 孔 明身を攝 し衛生の心が けうす きにて ， （後略）」

（43）

　また ，こ うした 用例 は，以 下 に示 した伊東如雷 の 『攝養茶話』や水野澤齋の 『養生 辨」 に も

見 られ た 。 後者で は
， 「家養 生」を意味 する 「外衛 生の 道」が 説か れ て お り， 個 人衛生 か ら集

団衛生 へ の 変容傾向さえ見 られた 。

　 「丘 捺機 日，衞生 の 道有て長生 の 藥な し」
（44）

　 「養生 に 内外修養 とい ふ こ とあ り，内 と は飲食色慾等 を愼 み て 身よ り病 の 發ぬ 爲 の 愼 な り，

外 とは 我相を察て 身の 程 を知 り陰徳を積て子孫に孝道を行は しめ婚姻を正 くして夫婦の 和 をな

し ， その 外 己が行 を正 くして 他 よ り害せ られ ざる 爲の 要愼 な り （中略）然 らば内養生の 法 を修

して も外衛生の 道 を失へ ば
， 又天 命を保が た し」「養生 に 三 ツ の 法あ り （中略）身養生 ， 心養

生
， 家養生

， 是な り」
（45｝

　幕末 に は
， 西欧の 近代 医学 を基礎 と した衛生学が 移入 される 。 1830年 頃か ら幕府解体時 に か

けて，オ ラ ン ダ人， ドイツ 人，イギ リス 人等に よ っ て著わ された衛生書が，わが国 の
一
部の 啓

蒙家た ち に よ っ て 翻訳 ・公刊 され る 。 例 えば
， 高 野長英 ・岡研 介共訳の 『蘭説養生 録』， 杉田

玄端訳 の 『健全學』，久我俊齋訳 の 『三兵養生論亅などがある 。
これ らの 訳書 には，従来の 個

人衛生 に係 る こ とは勿論の こ と，公衆衛生 や 職業衛生 に つ い て も紹介 され
， 「衛生」 に新 しい

概念 を付加す る もの として注 目された。 しか し，
こ れ らの 初期の 訳書で は ， 例 えば ， 『健全學』

に つ い て 言 えば
， 「養生」， 「攝養」， 「攝 生」，「護寡」， 「調護」，「無病健全」等の 従来か ら使用

され て きた 漢語が多々 使われ 「ゲ ソ ン ドヘ イ ドレール 」， 「ゲ ソ ン ド」， 「ヒ ギイ子」等の 外国語

が 音訳で 使われ
， 「衛生」は登場 しな か っ た 。

 
「ゲ ソ ン ドヘ イ ドレ

ー
ル 」は

，
ドイッ 語の

Gesundheitslehre， オラ ン ダ語 の gezondheidsleerで ， 「ヒ ギイ子」は， ドイツ語 の Hygiene， オラ

ン ダ語の hygiene
， 英語 の hygieneで ある 。 『健全學』 は 「衛生学」その もの で あ り， 『三兵 養生

論』はオ ラ ン ダ軍隊にお ける 「衛生」に つ い て論 じた もの で ，両者ともに本稿の検討語彙で あ

る 「保健」 の 誕生 と も関連の 深い 訳書で あ っ た 。

324
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

「保健」 の 語誌的研究 5

　 2 ．「保健 」の 誕生か ら定着 まで

　（1＞「保健」 の誕生 と語源

  誕生 の 背景

　語彙は社会の 発展 とともに形を変えた り，語義さえも変えて い くが，その 誕生に は，歴 史的

現実態 と して の 社 会的背景が存在する 。 「保健」 の 誕生 に は
， 以下 に述 べ る ような徳川幕府の

政権維持政 策が見 られ た 。

　幕府は ， 幕末に至 り国内外で 頻発 した諸事件 に よ り失墜傾 向に あ っ た幕権 回復の ために ， 内

政 を初 め
， 外交 ， 軍事 ， 財政 ， 経済等の 諸般 に わ た っ て 改革 を断行 した 。 以 下 ， 本 稿に 係 わ る

軍事 につ い て の み論を進 め たい
。

｛47｝ （48）（49＞ 

　幕府 は
， 文久軍政改革の 矛盾 を克服 し

， 中央統
一
権力 の 強化 を図 るた め

， 傭兵化 や 銃 隊編制

の 組織化に よる軍事力の 質的改革を推進 した 。 慶応元 （1865＞年 12月の 幕議にお い て ，陸軍 の

三 兵 （歩兵 ， 騎 兵 ， 砲兵）調練の 指導を フ ラ ン ス 軍人に依頼 する こ とが決定 され ， それを受け，

柴田 剛中が 慶応元年渡仏 した際に委嘱 した在仏 日本代表仏人 ブ リ ュ
ー

リ ・エ ラ
ール （Fleury

Herard） と仏 当局 と の 問に フ ラ ン ス 軍事教官団の 派遣契約が成立す る 。 その 教官団の 受 け入れ

の準備 として在日 フ ラ ン ス 人 を教師 とす る語学伝習所 も横浜で 開設 され ， 幕臣の子弟に語学教

育 と軍事教 育が実施 される 。 慶応 3 （1867）年 1 月 ，
シ ャ ノ ワ ン （Chanoine）大尉 を団長 とす

る 教官団10数名が 来日 し ， 約 1 年間に 2 個大隊の 伝習兵を教 育 した 。 こ の 教官団は
， 幕府 の 陸

軍建設の顧問 として 7 回に わた り
，
三 兵の 組織と管理 方法，軍法の 制定 ， 陸軍の 分局制の 採用 ，

士官学校の 設立等に つ い て の 建 白を行 ない
， 幕 閣軍事担 当者 の 諮問 に答 えた 。

｛51）
「保健」 は

，

こ の 諮問 に対す る建白の 中で誕 生す る 。

　  誕生 と語源

　 「保健」は
， 漢語の 借用 で はな く，

わが国で 造 出された和 製漢語で ある 。 こ の 点 に つ い て は ，

先述 の 佐藤喜代治他編 『漢字 百科大事典』を初 め，沈国威 『近代 日中語彙交流 史』
（m ）

及 び樺

島忠夫 ・飛 田 良文 ・米川明彦編 『明治大正新語俗 語辞典』
（53）

等 の 複数の 報告が明 らか に して

い る
。

た だ し ， そ れ ら の 報告 は
， 初出 に係る 出典を明 らか に して い な い も の が多 く， 明 らか に

し て い て も明治年代の 出典で あっ た 。

　現在 ， 管見 の 限 りで は
， 以下 に掲げた文献上 の 「保健」が初出 と考 えられる 。

　 「佛 蘭西陸軍傅 習教師之魁首カ ピテ ン ，ヂ タ マ ジ ョ
ー

ル，シ ヤ ノ ワ ン 大砲教頭 ロ イ テ ナ ン ，

ブ リユ ネ撒兵バ タイ ロ ン 司令官メ ス ロ
ー建 白和解」中の 「法蘭西軍務使臣建 白和解 　軍事局支

配の 立方」
｛M ）

は ， 軍事局の 要務 に係 る諸規則 を早急に定め る よ う要望 した建白書で あ っ た 。

　　　 「軍事局支配の 立方

　爰 に此要務に屬する重 な る箇條の 説示 を擧 く

第
一
　兵隊の 俸金 を定む并に 兵士の 點檢見分すへ き時節を定む （後略）

（中略）

第四　兵隊附 の 醫 師及 ひ兵隊附の 病院平和の 時及 ひ 戰爭 の 時勤務 の 規則

　右兵隊保健 の 要務

（中略〉

右諸事件逐一其規則 を立 つ る事必要な り」

　こ の 「軍事局支配の 立方」は，「千八 百六十七 年」 に作成 された もの で あ り，「入 江文郎」の
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訳 で あ っ た
。

　こ の 和解か らは
， 「保健」に つ い て

， 以下 の よ うなこ とが明 らか となる 。

　  　造語され
， 用い られ た時期は

， 慶応 3 （1867）年の こ とで あ っ た 。

　  　造語者は，当時，開成所か ら陸軍所へ 原書の 翻訳 の ために出頭を命ぜ られ ，
フ ラ ン ス 語

　　の 翻訳 に 携 わ っ て い た 入江文郎 （1834− 1878）で あ っ た 。

〔55） 槲
こ の 翻訳 に当た っ て は ，

　　 これ ら
一

連の 和解の 重大性か ら，開成所関係者の 共通認識を得て い た もの と考え られ る 。

　  　こ の 「保健」 とい う訳語は ，当時の フ ラ ン ス 軍の 軍事関係 用語の 訳語で あ り， 兵士の 健

　　康保持 に 係 る要務の 総称 と して の 意をもつ 語 の 訳語で あ っ た 。 また
， 「兵隊附の 醫師及 ひ

　　兵隊附 の 病院」 も示すよ うに，こ の 訳語は，西 洋医学に よる疾病の 治癒 ・治療を意味す る

　　訳語で あ っ た 。

　 以上 が 確認 された が ，なお ，不 明 な点が 若干残 っ て い る 。 そ の
一

つ は ， 訳語で あれ ば ， そ の

原 語は何で あ っ た の かで ある 。 二 つ 目は
， 「保健」の 「保j と 「健」 は

，
どの ような漢語 ， ま

た は語句が 当て られた の か で あ る 。
こ うした点が 明 らか に なれ ば ，「保健」の 語義が よ り明確

に なる もの と考え られ る 。

　 ア ．「保健」の 原語

　 前述 の 入江 文郎 に よる建 白和解 の 原文 は，現在入 手が むずか しい
。 従 っ て ，本稿で は，「軍

隊 （兵士 ）」，「医学 （医療）」及び 「健康」 の 三項 目に深 い 係 わ りを有す る原語 を 「保健」 の 原

語 と して推知す る こ とにす る 。

　幕末 にお い て
， 特 に フ ラ ン ス 語訳 に役立 っ た村上英俊 （1811− 1890）の 『三語便k

’
』　

（sア〉
に は，

「健康」が フ ラ ン ス 語 sante ， 英語heaith
， オ ラ ン ダ語gezondheidとな っ て お り，

また
， 『佛和明

要』
（zz）

で は
，
　 sant6 が 「健康」 と訳 され て い る 。

こ の フ ラ ン ス 語の sant6 は
，

「健康」と深 く係わ

っ た語で ある こ とが認識 され て い た 。 さら に
“
THE 　CONCISE 　OXFORD 　FRENCH 　DICT【ONARY

’ 

に よれ ば，sant εには，
“

health；health　serVices 　；（mil．）　army 　medical 　serVice 　or 　corps
”

の 英訳が付

されて い る 。
つ ま り，

sante は
， 軍隊の 医療業務 と係 わ っ た語で もあ っ た 。

　石田純郎の報告
（60）

に よれば，以下 に述べ る ように，フ ラ ン ス の 軍医学校 の 学校名にsant6 が

用 い られ て い た 。

　 ヨ ー ロ ッ パ で は ， 1770年代か ら1ア80年代 にかけて技術教育 を行な うため の 技術学校 の 設立 ラ

ッ シ ュ が始 まる 。 また ，フ ラ ン ス 革命に 続 くナポ レ オ ン 時代 の 大規模な戦争の 繰 り返 しに よ り，

多くの 戦傷兵が生 まれ
， 同時に 各地 に伝 染病 も発生 し

， 軍隊で は軍医の 需 要が増 した 。 従来 ，

ギ ル ド内で 外科医の 養成が 行なわ れて い たが ，そ れ も困難 とな り， 技術学校の
一

環と して 軍医

学校が西 ヨ ーロ ッ パ 各地 に設立 されて い っ た 。　　　　　 ．

　 フ ラ ン ス で は，1785年，パ リ，モ ン ペ リ エ 及び ス トラ ス ブ
ール に軍医学校が 創設 され る 。 こ

の 軍医学校は，「エ コ
ール ・ド ・サ ン テ ， 保健 学校 と い い

， 軍の ため の 保健士 ≒ 軍医 を養成 し

た」の で あ っ た 。 この 陸軍軍医学校 には ，陸軍病 院 も当時併置 され て い た 。

　 次に
，

フ ラ ン ス 語の上記sant6 と現在 厂保健」 の原語 と考えられて い るhygiさne に つ い て
， 若

干の 語誌的検討
｛61） （62）

を加えて お こ う。

　 sante は
， 12世紀半ば頃 ラ テ ン 語 の sanit6tem か ら生 まれ た語で あり， フ ラ ン ス で は 当時慣用

語とな っ て い た語で あ っ た 。

一
方 ，

hygi6neは
， 16世紀半ば頃ギ リ シ ャ語の hygieinonか ら生 ま

れ た 比較的新 しい 語 で あ り，
1800年前後の フ ラ ン ス 陸軍 軍医学校 にお い て は

，
hygiさne の 「教
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職ポ ス ト」が 位置づ けられて い なか っ た こ と
〔63）

か ら も推知で きる よ うに ，
フ ラ ン ス で は 当時

い まだ慣用語として定着 して い なか っ た語で あっ た 。

　以上か ら，「保健」の原語は ，hygiさne で は なく，当時軍医学校の 名称に用 い られ て い たsant6 ，

ある い はsante を核 と した語句 （例 えば
，

“
conserver 　sa　sant6

”
）と考えられる。

〔64）

　イ．「保健」の 造語 に係 る語句

　 「保健」は ， 次の ような語義をもつ 語彙として現在理解 され，慣用語 となっ て い る 。

　 ・『大漢和 辞典』
〔65）

， 「健康 を保 つ
。 」 （出典な し）

　 ・『大字典』
 

，「健康を保た しむる こ と
。 」（出典な し）

　・ 『明治大正新語俗語辞典」
 

， 「人間の健康 を保 つ こ と 。 」（明治 11年の 出典を示す）

　・ 『日本国語大辞典」
 

，
「健康 をまも り

，
た もつ こ と。 」 （昭和 5 年の 出典 を示す）

　・ 『改修言泉』
（69）

， 「健康 を保持す る こ と 。 」（出典な し）

　 ・『大辞泉』
 

，「健康を守 り保 つ こ と 。 」（出典 な し）

　つ ま り， 「保健」 の 造語 に当 た っ て ，「健康」 と 「た もつ 」が深 く係わ っ て い た もの と推知で

きる 。 それで は，「か らだの 丈夫な こ と」で 「健」を用 い ， しか も 「た もつ 」「まもる」の 意で

「保」 を用 い た語句 に ど の よ うな もの が存在 したの か ， 幕末前後を中心 に主 と して養生 書関係

の 文献に よ っ て検討 を加えて い く。

　1700年代 初め 頃 の 貝原益軒 の 『養生 訓』
（7P

に は
， 漢語の 「康健」， 訓 読み の 儲 ， 「保 つ

（た もつ ）」が表記 され ， 「身をた もつ 」や 「元氣 を保 つ 」等，「健劇 と 「た もつ 」の 両者が 関

連深 い もの と して と らえられ て い る語句 も見 られ た 。 なお
，

以 後幕末 まで の 養生書の 中で は
，

「天壽 を保 つ 」
＜72）

や 「生命 を保 つ 」
｛73＞

等の 語句 の 使用 が多 く見 られた。　　　　　　 −

　1700年代半ばの 白隠禅師による r夜船閑話』
〔7＃）

には，和製漢語の 「健康」が登場す．齢 管見

の 限 りで は
， 多々 あ る養生 書の 中で 「健康」 とい う和製漢語の 表記は

， 同書 が最初で ある 。

　竹中憲一は ， 辞典類を中心に 「康健」と 「健康」に つ い ての 「逆転現象の 歴 史的変遷」等に

関して ，次の よ うな見解
（75）

を述 べ て い る 。

　  『日葡辞割 （16D3）に は両者の 訳 語は な い が
， 『波留麻和解』 （1796）及 び F訳 鍵 』

　　（1810）に は見 られ る。つ ま り，1800年前後か ら両者が 蘭学系の 辞典で 並行 し て 用い られ

　　た Q

　  　 『袖珍英和対訳辞書』（1860），『仏 語明要』 （1864），『和英語林集成』 （1867）には 「健

　　康」が記載 され
， 「康健」 との 並用が 見 られな い 。 従 っ て

， 幕末 に なる と，「健康」が和語 ，

　　「康健」が漢語 と して領域 を分 ける よ うに な っ た と考え られ る 。 た だ し，両者並用の 風潮

　　は
， 明治初期 に なお若干残 っ て い た 。

　◎　同義並列構造 の 語 は
， 字順 の 逆転が起 こ り易 く，前後を転倒 させ る こ とに よ っ て 漢語 と

　　の 違 い を示す効果 をね ら っ たと も考え られ る 。

　以上 の 竹中の 報告か ら，「健康」は，漢語 「康健」 に代わる 日本語 として の 定位置を幕末に

はすで に確保 しつ つ あ っ た こ とが 明 らか で あ る 。

　1800年代に入 る と，「健康」 と 「た もつ 」「まもる」が 強 く結びつ い た語句 として多々 現 われ

る 。 陸舟庵 『養生訓 』
（76）

に 「健康無事の 身體 と して 常 に 養生保護 し」，杉 田成卿訳 『医戒』
（T7＞

に 「健康ヲ保 チ」の 訳 が
，

また，青木浩斎訳 『察病亀鑑 亅
（78｝

に 「健全 ヲ 保チ」 の 訳等 が見 ら

れた。 さらに，杉 田 玄端訳 『健全學』
（79＞

は，「健全 （の）保護」，「健全 を （に）保護 （保續，
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保持）する」， 「身體を保全する」等の 語句を訳文の 中に多用 した 。 なお
， 福澤諭吉 は 『西洋事

情』
｛se）

で，緒方惟準は 『衞生新論』
（Sl）

で それぞれ 「健康 を保つ 」の語句を常用した 。

　以 上 ，「保健」 が文献上 に登場 した前後の 時期 に絞 っ て
， その 造語 に係 る語句 を検討 して き

たが，それ らの 語句の 主要な もの は，「健康 （または健全）を保 つ （また は保護 ・保 続 ・保

持 ・保全す る ）」 と
， まとめ る こ とがで きる 。

　 「健 康 を保 つ 」 を漢文 で 表記すれ ば
， 「保 二 健康一」 で あ り， 「健」の 同義の 「康」 を消去 す

る と 「保 レ健」 とな る 。 また，「健全 を保護する」 も，「保二 護健全 一」で あ り，「護」 と 「全 」

を消去す れば
， 「保 レ健」 とな っ て 語義 に変化の ない 新 しい 略語が完成す る。

　建 白和解 の 訳者入江文郎 は ，他の 建 白和解の 中で も
， 杉 田玄端 と同 じ く 「保 つ 」， 厂保護」，

「保續」， 「保持」等を多用 して お り
励

，
こ れ らの 語彙が 「保健」の 「保」と深 く係わ っ て い た

もの と推知 で きる 。 また ，明治 2 （1869）年医道改正御用掛 に 任命 された相 良知安 が
， 医師 を

「護健使」 （くす し） とす る 医療制度改革案を企図 し て 「保護健全意見書」
CS3）

を作成 した が ，

こ の 「護健」の 造語に 注目すべ きもの が 見られ た 。
こ の 「護健」は

， 「民命」の 「保護健全の

義 に本 き」命名 した もの で あ り， 「醫制」 （1874＞の 「第一
　醫學校」 「第十四條」「本科課 目」

に 「（庚）公 法醫學靉蠶舞与」 と，こ の 語彙が採用 され て い る 。
こ の 新語の 造語法は ，r保護健

全」の 「保」 と 「全」の 前後 の 文字を消去 した もの で あ り， 「保健」 の それ と類似 の 方法 をと

っ て い た 。

　以 上 か ら
， 「保健」 は

， 「健康 （健全） を保 つ （保 護 ・保続 ・保持 e保全 する）」 の 語義 をも

つ フ ラ ン ス 語の 訳語で
， しか も上記を漢文で 表記 した と きの 略語で ある と言うこ とが で きる

。

　  　　「保健」の 定着過 程

　 「保健」 が生 まれ
， 従来か ら使わ れ て きた 「養生」， 「攝生」及 び 「衛生」 との 生 き残 りをか

けた激 しい 相克が始 まる 。 こ うした相克 に打 ち勝 っ た語彙が ，慣用語とな っ て定着 して い くわ

けで あ る 。 「保健」と 「衛生」 との 相克は ，現在 もなお 続 い て い る と言 っ て も過言で は な い 。

　 「衛生」 は
， 『荘子』 を出典 とす る漢語で あ り， 江戸 時代 か らすで にわが 国の文献 に見 られ

た語彙で ， 明治期に入 っ て早期に定着を示 した。 そ の 定着には，概略二 つ の 系譜 ，
つ ま り，医

事 （医学）行政的系譜 と
一

般社会 （教 育）的系譜が見 られた 。

 
「衛生」の 類義語で ある 「保

健」 も，
こ の 二 つ の 系譜の 流れ の 中で 「衛生」 と も絡み合 っ て 定着 して い っ た もの と考え られ

る 。

　 なお ， 論議 を進 め るに当た っ て ， 「保健」 の 定着 した こ との 確認条件 をあ らか じめ設定 して

お きた い
。 その 条件 とは，以 下に示 した 3 項 目が 複数満た され た状況の ときとする 。

　  　国家的 レ ベ ル で の 法令 ・通達等に表記される。

　  　諮問 ・答申 ・建議等 ， 国家的 レ ベ ル で の 公文書類 に表記 され る 。

　  　学術
・
専門書 ， 学術

・
専門雑誌等に表記 される 。

　  医事 （医学）行政的系譜

　明治 8 （1875）年 6 月，文部省医務局は ，主管事務 の
一

部 を残 して内務省 に移管 され
， 内務

省に衛 生局が 設置され る 。 その 「建局」の 経緯等 に つ い て ，初代局長長與專齋 （1833− 1902）

は
， 次の ように語 っ て い る 。

　 「八 年六 月事務を内務省に移 さる ・ に及ぶ 改 めて衞生局 と稱 し，庶務，製表，種痘，賣藥の

課 を置 き， 尋て 医務 ， 保健 ， 統計 の 課 を改置 す 。 （中略）建局の 初 め の 事なれば醫務衞生 の 範
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圍に屬すべ き事柄は何 たるを問はず網羅 して我手に収め ，如何 に もして衞生 とい へ る こ とを朝

野の 耳目に觸れ近 づ か しめ ，上下 に其の思想 を挑發せ ん こ とをの み 力め，（中略）爰に
一言 し

お くべ きは 局名改稱 の 事な り。 （中略）醫制 を起草せ し折 ， 原語 を直譯 して健 康若 くは保健 な

どの文字を用ひん とせ しも露骨に して面白か らず ， 別 に妥當な る語はあらぬ か と思 め ぐら し ・

に，風 と莊子の 庚 桑楚篇 に衞生 とい へ る言あ るを憶ひ つ き，（中略）衞生局の 稱は 茲 に始めて

定 りぬ 。 これ よ り後 は凡そ我が局務範園内の 在 らゆ る事物 に も充用 した りけるが ， 今 は
一

般の

通語 とな りて寒村僻邑の 隅々 に も行き渉 り， 飲食器具の 末に至 る まで衞生 の 字 を冒 し て花 客の

意 を引 くこ と ・ は なれ り。」
（85）

　以上 ，若干長 い 引用 とな っ た が
，

こ こ に は幾 つ か の 示唆が見 られた 。

　  「醫制 を起草せ し折 ， 原語 を直譯 して 健康若 くは保健 など の 文字を用ひ ん とせ しも」は
，

　　長與が 「醫制」を起草中の 明治 6 （1873）年の 文部省医務局長時代に 「保健」 とい う訳語

　　の 存在 とその 語義 を熟知 して い たこ とを示唆 して い た 。

　  　「八 年六 月事務 を内務省に 移さる ・に 及び （中略）尋て 医務 ， 保健 ， 統計の 課 を改置す 。」

　　は
， 保健 課が 置かれて い たこ とを示 してお り，「保健」 とい う語彙が 本省内の 課名で 生 き

　　続 けて い た こ と を示唆 して い た 。

　◎　 「在らゆ る 事物 に も充用 した りける」は
， 局名は もとよ り， すべ て の 管掌事務を活用 し，

　　あ らゆ る層の 人 た ち に 「衞生 」思想 を理解 させ よ うと した こ とを意味 し て い た 。
こ うした

　　努力が
，

一方で 「保健課」 の 存続 と も相 ま っ て 「保健」の 定着 に も影響 した もの と推 知 さ

　　れた。

　  　 「今 は
一

般の 通語 とな りて （後略 ）」 は，明治30 （1897）年前後 に は ，すで に 「衛生 」

　　が慣用語 と して 定着 し終 えた こ とを示唆 して い た 。

　以上 の 示唆を踏まえて，論議 を次の 段階 へ と進め て い きた い
。

　ア．明治初年の 「保健」 と 「衛生」

　 「保健」 とい う語彙 の 存在 につ い て ， 長 與 は どの ような こ とか ら知 り得たの か不明で ある 。

しか し，そ の 存在 した こ と は ，同時期に横 瀬文彦 ・阿部弘國が ア メ リカ の Comings
，
　B．　N．の 「生

理 書」の 抄訳 『西 洋養生 論』 （1873）の 中で 「保健」
（86）

とい う訳語を使 っ て い る こ とか ら も明

らか で ある 。

　長與 は
， 医師制度調査 の た め に 欧米視察 q871− 1873）で 「國民

一
般の 健康保護」 に係 る外

国語，例えば，sanitary ，　health，　Gesundheitspflege，　Sanittitswessen，　offentliche ，　Hygiene等に つ い て

十分 に見 聞 し て い た 。

（87）
先 に も触 れ たが

， 長與 は． こ れ ら の 外 国語 に
，

ど の よ うな和語 を当

てれ ばよい かを熟考 し ，
こ れ まで使われて きた漢語や 和語を検索 した もの と考え られる 。 長與

は
， 「醫制」 （1874，1875）の 「第四條」で 「全國内 二 衞生局七所 ヲ 設ケ」

（嬲 ）
と

， 初 め て 「衛生」

を公法の 中で 使用 した の で ある
。 なお ， 『衞生 局鑑報告皇雛奨期』 の 英文名は ，

“ANNUAL

REPORTS 。F　THE 　CENTRAL 　SANITAR 　Y 　BUREAU
”

とな っ て お り
〔89）

， 当時長與 は
，
　 sanitation を

「衛生」 と訳 したの で ある。

　イ．衛生局保健課 と 「保健」
醐 （91｝〔92＞｛93＞

　明治 16 （1883）年，内務省衛生 局に 「公衆衛生 ・防疫」 を主管する保健課が 新設 され る 。 こ

の課 は，衛生局に おける医事課等 5課 ・2掛中の 一
課で あ っ た 。 その後，こ の 保健課は，時代

の 要請 に対応 して その 主管事務 を若干変更 しなが らも ， 明治 19 （1886）年の
一

時期 と昭和20年
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代の 数年を除 き
，

こ の 名称を長 く存続 させ で い っ た 。

　本省 における保健課 の 長い 存続 は，「衛生」語彙とそ の 概 念の 普及 とい う長與 の 意図 も背景

に あ り， 「保健」語彙 とその 概念の 普 及に 少 なか らず影響 を与えた もの と考 え られ る 。 その 影

響は
， 例 えば，他省や府県 にお ける保健課 （局）の 設置 ， ある い はそれ ら の 主管事務内容に見

られ た
。 若干の 事例 を挙げ る と，逓信省大 臣官房保健課 （1886年設置） ： 「従業員 ノ養成保健」，

鉄 道省大 臣官房保健課 （1920年設置） ： 「職 員ノ 養成保健」， 東京市保 健局 （大正末年設置）

等が ある 。

　 ウ．定着化の 状況

　先 に述 べ た 定着の 3 条件 が ，い つ 頃か ら定着傾 向を示 し始め，い つ 頃充足 され た の か ，以下，

条件に関連 して検討 して い きた い
。

　 （ア ）　 法令 ・通達等に つ い て

　 「醫制」が公布され て 以来 ， 明治13 （1880）年 「傳染病豫防規則」， 同30 （1897）年 「傳染

病豫防法」， 同37 （1904）年 「肺結核豫防に 關す る件」，同42 （1909）年 「種痘法」等 ， 医事 ・

衛生行政に 係 る法令が ， 医学の 発達 と社会的要請 に対応 して 次々 と制定 された 。 しか し，
こ れ

ら の 明治年代 に制定 され た法令には，「養生」，「攝生」及 び 「衞生」の 表記が散見 され たが ，

「保健」 は見 られなか っ た 。

　 「保健」が法令上 に表記 され たのは
， 本省部局 の 「分課内規 （規程）」や 「分課事務章程」

（94）

等 の 内部組織編成 に係 る規程 を除 き ， 大正 5 （1916）年制定の 「保健衞生調査會官制」 が最初

で ある
。

こ の 法令の 名称は勿論の こ と
， そ の 「第

一条」に 「保健衞生調査會 ハ 内務大 臣ノ監督

二 屬シ 國民 ノ保健衞生 二 關ス ル 事項ヲ 調査 審議 ス 」
〔95）

とある 。 昭和年代 に入 り，こ の 「保健

衞 生調査會」か ら 「結核豫 防の 根本的對策」 （昭和 9 〈1934＞ 年）が内務大 臣に 答 申され る 。

こ の 答 申の 中には
， 「各種小兒保健施設」， 「保健養護」，「保健施設」等 の 「保健」を付 した語

彙が 幾 つ か用 い られ て い た 。

〔96）
さ ら に

， 昭和 12（193ア）年 「保健所法」，その 翌年 「厚生省官

制」が制定 され ， 「保健」 は慣用語 と して 表記 された 。

（97）

　 （イ）　 学術 ・専門書 （雑誌）等に つ い て

　明治年代 に入 っ て
， 横瀬文彦 ・阿部弘國共訳 『西洋養生論』 の 中に初め て 「保健」 が登場 し

た 。
こ うし た啓蒙思 想家た ちに よ る 訳語に係 わ る 言語 の 近代化へ の 取 り組み は

，
わ が 国の 学問

の 近代化 を早め
， その 発展 に貢献 したの で あ っ た 。

　 明治新政府は ，近代 医学 を ドイツ医学か ら学ぼ うと意図 した 。 当初， ドイッ を含め た欧米諸

国へ の 視察 ，
ドイ ツ へ の 留学 と同国の 医学書の 紹介等か ら始め られ る 。

　 衛生学の 分野 で は ， ドイツ に留学した陸軍軍医森林太郎 （1862− 1922）に よる多 くの 訳書や

報 告 は
， 著名で あ り， 医学 の 発展 に 少 な か らず寄与 した 。 彼 の 明治22 （1889）年か ら 同37

（1904）年 まで の 訳書類の 中で ，「保健費」，「保健食料」，「保健之金鍼」， 「保健の 法則」「保健

律」， 「保健 法」等 ， 「保健」 に係 る語彙が散見 された
〔98＞

。 その 「保健」 の 原語 は
，

ドイツ 語の

Gesundheitspflegeで あ っ た 。 それ は
， 彼が 序文 を記 して い る 『獨羅和譯新醫學大 字典』

（99）
で

Gesundheitspflegegesetzを 「保健法」 と訳 し て い る こ と
， また

， 醫學大辭書編輯局編 丁醫學大

辭書』
（100）

も，
Nahrung 　fUr　Gesundheitspfiegeを 「保健食料」と して い る こ とか ら も明 らか で あ る 。

　森 に 限らず，衛生学の 分野で は，川原汎の 『衞生學綱 目』の 「保健食料」
Cl°1）

の ように ，栄

養問題 と係 わ っ て 「保健」が用 い られた り， 明治末年 に至 り， 前述の 医学辞典や 『衞生辭林』
qo2）
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等の 医学系辞書に も，「保健」を付 した語彙が記載 され る よ うにな る 。 さら に，養生 法 と絡ん

で啓蒙思想家た ちの間で も，慣用語的に 「保健」を使用する ようになる 。

qo3）

　大 正か ら昭和年代初期 に は
， 「保健」語彙 の 多様化が見 られた 。 その 主要 な もの を著 書名や

雑誌名に つ い て
， 若干挙げてお こ う。

　◆ 著書類

・内田嘉吉 （1915）， 國民保健 論 ， 民友社

・古瀬安俊編 （1917），兒童保健學校衞生 講話資料 ， 南山堂

・永井潜 ・岡崎桂
一
郎 （1919）， 保健衞生 一

日二 食論 ， 文会堂書店

・William　A 　Brend
， 大 日本文明協 会訳 （1920）， 國家 と保健 ， 文明書院

・戸田正 三 ・高津寄章 （1921）， 國民保健問題 ， 現代社会問題研究，第14集 ， 冬夏社

・三 田谷啓 （1923）， 學童保健 ， 中文館書 店

・簡易保険局 （1929），保健叢i書，
一

，簡 易保険局

・簡易保険局編 （1929）， 國民保健體操講演集 ， 簡易保険局

・岡田道一
（1929），學校家庭児童保健衞 生，至玄社

・三 田定則他 （1930）， 保健編 ， 健康増進叢書 ， 毎 日新 聞社

・加賀
一

郎 （1931）， 保健上 より見たる正 し き陸上競技 ，

一
， 常盤生命企画部

　◆ 雑誌類

・ 『學校保健資料亅， 文部省初等 中等教育局 ， 1918
・ 『保健』，神奈川 県衛生協会，1925

・『日本公衆保健協會雑誌』，日本公衆保健協会 ， 1925
・ 『學童の 保健』，日本學童保健協会，1930
・『太陽一最新保健之研 究』，増刊号，博文館，1924

　こ の 「保健」を付 した語彙 の 多様化 は，文部省や 諸企業団体，諸協会等 に よる 「保健」概念

の 啓蒙 ・普及効果 を挙げて い た こ とを示唆 して い た 。 また，昭和年代初 期 に公刊 され た
一般人

対象の 「保健」 に係 る叢書類 は
，

一
般社会に おける こ の 語彙の 定着が ほぼ終 えて い た こ とを示

し て い た
。 言 うまで もな く， こ の 多様化は

， 語義 の 変容 を もた らした
。 例えば

， 「国民保健体

操」 に係 る著書名や 『保健編 ， 健康増進叢書j 等 も示す よ うに
， 「健康の 保持」か ら 「健康の

保持増進」へ と
， 従来 の概 念に 積極性 を加味 させ て い っ た の で ある 。 こ うした積極性の 増 強は

，

昭和 10年代 半ば以 降 さ らに拍車をか ける こ ととな る 。

　 
一般社会 （教育）的系譜

　ア ．衛生展覧会 と 「保健」

　
一般社会 （教育） と医事 ・衛生行政 との 接点は

， 頻繁に 開かれた衛生展覧会に見 る こ とがで

きる 。 内務省 や文部省 を初 め
， 自治体 ， 日本赤十字社 ， 私 立衛生 会 ， 警察 ， 民間企 業団体等は

，

衛生 的知識の 啓蒙と衛生思想 の 普及を 目的 と した衛生展覧会 を各地で 開催 した 。 つ ま り，
こ の

展覧会は
， 「可視化 して み せ る祝祭」

（le4）
で あ り，

一
般社会の 人た ち を楽 し く教育する場 で もあ

っ た 。 特に ，政府は，国内で の 展覧会 の 開催だ けで な く，諸外国の 展覧会 に参加 した り，そ れ

を紹介 した りして衛生思想 の 啓蒙 と普及 ， 並 び に近代 的衛生 文化 の 移入に 努 めた の で あ る 。

　こ うした衛生 問題 を主流 とした展覧会には，次の ような 「保健」に係 る行事の 紹介
（lo5）

や 実

施報告
 

が見 られた 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド イ　 ツ

　 ・東京日 日新聞の 「獨逸博覧会」に つ い て の 報道 （1883年 2 月 16日） ： 「衞 生救難博覧會 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ベルリ ン
　　ベ ル リ ン で 開催」「本年五 月獨國伯林府 に て開か る る衞生救難博覧會は，保健 に 關す る諸

　　器具並 び に禍 害危難 を救援する の 方法等 ， すべ て衞生 に 關する事 ど もを展列せ らる る 。」

　 ・横浜市 「衛生 展覧会」， 横浜市衛生組合主 催 ， 1913：こ の 展覧会の 構成の
一

つ に 「保健部」

　　があ っ た。

　 ・ 「大大阪博 覧会」， 大阪毎 日新聞社主催 ，1925：27の テ
ー

マ の 一
つ に 「保健 の 大阪」があ

　　 っ た 。

　 ・ 「乳幼児保健展覧会」，日本赤十字社主催，1927

　 ・ 「国民体力 向上展 覧会」， 東京府 ・東京市主催 ， 1938：紹 介の徒 手体操 の
一

つ に 「女子保

　　健体操」があ っ た。

　展 覧会 の 「保健」 に係 る こ う した諸事象は
，

一
般社会の 人た ちに対 し， 「保健」語彙 とその

概念の 普及 ・定着に少なか らず役立 っ た もの と考えられ る 。

　イ ，学校 衛生 と 「保健 」

　初 め に ， 学校衛生行政 と衛生教育 の 状況に つ い て概 観 して お こ う。

（107）

　学校衛生 行政 の 主管は
， 文部省学務局 （1886）， 文部省普通学務局 （1887）， 文部大臣官房学

校衛生課 （1900） へ と変動 した 。 その 間，学校衛生取調嘱託制度 （1891）， 学校衛生顧問 ・学

校衛 生主事制度 （1896）等が 発足 し，近代 的学校衛生 の 充実化が進め られ た 。 しか し ， 明治3ア

（1904）年以 降 ， 政府は緊縮財政政策 をと り， 従来 の 諸制度や 学校衛生課 を廃止 した た め
， 学

校衛生行政 は 停滞した
。

　大正年代の 学校衛生 は
， 明治年代 当初の 進展過程 を再び復元する ような歩み を見せ る 。 学校

衛生官 （1916）， 学校衛生会 （1916）， 学校衛生調査会 （1922）等の 設置 ， 学校衛生主事 の 身分

制度の 確立 （1924）や 学校衛生技師 の 設置 （1924）等，従来 の 医学的学校衛生に杜会的学校衛

生 を補て ん し， その 内容の 充実が 図 られた 。

　 「学制」 （1872）で は
， 小学校 に 「養生法」とい う教科が 設け られて い た 。 しか し， 「教育令」

（1879）及 び 「小 学校令」（1890）で は
， 衛生 教育 に係 る独立教科 は な くな り， 修身，理 科及 び

体操 の 3教 科分散型の 教育形態 となる 。 こ うした状況が ， 「国民 学校令」 （1941）の 制定時 まで

続 く。

　
一

方 ， 中学校及び高等学校 で は
， 衛生教育の 中で 「保健」語彙を用 い た指導が 行な わ れ て い

た。実業補 修学校の 公民科 （1924）に 「保健 ト衞生」（第 1学年 ）の 指導項 目が掲 げられ ， 「個

人及公衆衞 生並 其ノ相互 関係」が 指導 され た 。 また
， 高等学校 で は

， 修 身 （1930）の 「実践道

徳」 に 「体育 ト保健」が指導 された。 なお，「石 川縣師範學校規則」 （1882，改 正伺 ）
flo8）

の

「生理」科 「教授 要旨」に 「保健」が使用 されて い た こ とを付記 して お きた い
。

　　（ア）　 法令 ・通達等　
（10s）

に つ い て

　明治 ・大正年代 に公布 され た学校衛生 に係 る法令や通達等 は多 々 あるが
， それ ら に は 「衛生」

が 常用 され
， 「保健」の 表記が 見 られ なか っ た 。 「保健」が表記 された最初 は

， 昭和 7 （1932）

年 の 「学校給食実施ノ 趣 旨徹底方並 二 学校給食 臨時施設方法」（文部省訓令 第 18号）で あ り，

こ の 訓令の 前文に 「保健養護 ノ 実績 ヲ挙 グ ル ニ 努 メ ラ ル ベ シ」 とある 。 その 後 ， 「学校身体検

査規程」 （1937）や 「学生生徒 ノ 保健 二 関ス ル 件」（1939）等 も示す ように，「保健」は，「衛生」

と ともに 常用 され ， 「健康 の 保持」か ら 「健康 の 保持増進」 へ と積極性 を強め て い っ た 。
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　 （イ）　 諮問 ・答申 ・建議等
（11e）

に つ い て

　学校 衛生 に つ い て の 諮問 ・答 申 ・建議等は ，学校衛生主事会議 を初め，学校衛生技師会議や

全 国連合学校衛生 会総会等 と当局間 にお ける もの が主 で あ っ た 。 これ ら の 中に 「保健」 の 表記

が現われる の は，昭和年代に入 っ て か らで あ っ た 。 以下 にその若干を掲げる 。

　 ・ 「女子 中学校 の 生理衛生に 関す る教科 に付建議」， 日本 中央結核予防会 ， 1927： 「国民保

　　健 上 の 重大問題た る結核予防 に 関 し」

　 ・ 「建議」，第七回全国連合学校衛生会総 会，1928： 「小学校児童保健ノ 為，腸寄生 虫駆除

　　実施 二 関シ文部省 二 於テ」

　　 「学校 薬剤 師令制定 に関する陳情」，日本薬剤 師会，1931： 「学校 二 於ケル保健衛 生 施設

　　ノ 完備 ヲ期シ （中略）保健衛生 ノ専門業務者タ ル 薬剤師ノ監督補導二 欠 ケル ハ 」

　 ・「諮問 『虚弱児童養護施設普及 二 関シ 留意ス ベ キ事項如何 』 の 答 申」， 第八 回学校 衛生技

　　師会議 ， 1932： 「師範教育 二 於ゲ ル 学校衛生 ノ 講義 ヲ拡充シ ー
層保健養護ノ 理 論及実地 二

　　関ス ル 知識ヲ 涵養ス ル コ ト」

　 ・ 「諮問 『学校給食 ノ 実施 ノ 成績 二 鑑 ミ其 ノ 効果 ヲ
ー層 大ナ ラ シ ム ル 方策如何 』 の 答 申」，

　　第十
一

回学校衛生技師会議， 1935： 「保健養護施設 ト密接ナル連携ヲ保 ツ コ ト」

　 ・「諮 問 『学校教員 ノ健康増進上留 意ス ベ キ事項如何』 の 答 申」， 第十五 回全 国連合学校衛

　　生 会総 会 ， 1936： 「教員ノ保健衛生」 「学校 二 於ケ ル保健体育施設 ヲ 完備 ス ル」

　昭和 10年代 の答 申等 には
， 従来の 「健康の 保持」を一歩強 めた 「健康 の 増進」が打 ち出 され ，

拡大 され た 「保健」概念 と して 注 目 され た
。

　 （ウ）　 学術 ・専門書 （雑誌）等に つ い て

　先 に も触れた もの があるが ， 大正年代 か ら昭和年代初め にか けて 公刊 された学術 ・専 門書

（雑誌）等 の 主要な もの を若干挙げる 。

　◆ 著書類

　
・古瀬安俊編 （1917）， 児童保健学校衛生講話資料，南山堂

　 ・三 田谷啓 （1923），学童保健，中文館書店

　
・大内惣吉 （1927）， 保健衛生 と学校児童掃除問題 ， 大内惣吉

　 ・岡田道
一

（1929）， 學校家庭兒童保健衞生 ，至 玄社

　 ・広瀬興 （1935）， 児童の 生 理 と保健 ， 叢文閣

　◆ 雑誌類

　 ・『学校保健資料』，文部省初等中等教 育局 ，1918

　
・『学童 の保健』，日本学童保健協会，1930

　以 上 の よ うに ，「保健」の 表記に つ い ては ，「衛生」 問題の 啓蒙 と普及 を 目的 と した衛生 展覧

会や 欧米の 近代的衛生 問題を紹介 した学術 ・専門書 （雑誌）等は ， 法令
・
通達等や諮問

・
答

申 ・建議等 に比 して 早 く， 大正年代 の 初 めか ら半 ば頃に か けて で あ っ た 。 また
， 諮問 ・答 申 ・

建議等は
， 法令 ・通達等に比 し，その 表記が 早 く見られ た 。

　概 して 言えば
， 「保健」は

， 大正年代半ば頃か ら昭和年代の 初め 頃 にか けて 定着傾 向を強 め
，

昭和 10年前後まで に こ の 系譜の 中で の 定着を終えた もの と言 えるだろ う。 なお
， 昭和 10年代 に

入る と，「保健」概念 に 「健康の 保持」か ら 「健康 の 保持増進」へ とい う変容が見 られ た 。 そ

の 背景 に は
， 戦時体制 を整 えつ つ あ っ た教育政策が あ っ た 。
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一

N 　 お わ りに

　こ れまで の 考察で若干の 知見が得 られ た の で
， それ らをま とめ て本稿 の 結語 とする 。

　L 「保健」の 誕生前には
，

「養生」，「摂養」，厂衛生」等，漢語の多 くの 類義語が存在 した 。

　　今 も生 き続 けて い る 「養生」は
， 「生命を養う」を原義 とし， 社会環境や 文化 の 発展 に伴

　　っ て
， 「健康を保 つ 」 を基底 に しなが ら 「病気の 予 防 （個 人）」か ら 「病気の予 防 ・治癒」

　　へ と語義内容を拡大させ て い っ た。 また，「衛生」は，「生命を守 り全 うする 」を原義 とし，

　　「健康 に注意する」 を基底 に 「病気の 予防 （個人）」か ら 「病気 の 予防 （個人 ・集団）
・治

　　癒」 へ 語義 を拡大 させ て い っ た 。

　 2 ，江戸幕府は ， その 末期 に軍事力の 質的変革を推進する ため ，
フ ラ ン ス 軍に陸軍三兵 の 調

　　練 と陸軍建設の た め の 指導助言 を求め た 。 シ ャ ノ ワ ン 大尉を団長 とする フ ラ ン ス 軍人 の 教

　　官団の 建 白書 「法蘭西軍務使臣建 白和解　軍事局支配の 立方」（入江文郎訳 ， 1867）の 中

　　で
， 「保健」が 「兵隊保健」の 訳語 として初登場する 。

こ の 「保健」は，兵士の 「疾病の

　　治癒 も含 め た健康 の 保持」 の 意 をもち ， その 原語 は
，
hygieneで は な く，

sante
， あ る い は

　　sante を核と した語句で あ っ た。 また，「保健」は，幕末に は定着 して い た和製漢語で あ る

　　「健康」， ある い は漢語の 「健全」 と 「保 つ （保護 ・保続 ・保 持 ・保全す る）」 とか ら構成

　　され た和製漢語の 訳語で あ っ た 。

　 3 ．「保健」 の 定着化 に は
， 医事 （医学 ）行政的系譜 と

一
般社会 （教育）的系譜 とい う流れ

　　が あ っ た 。

　（1） 医事 （医学）行政 的系譜

　長與專齋が 「醫制」作成時 （1873）に 「保健」 と い う訳語 の 存在 を知 っ て い た こ とや 横瀬文

彦 ・阿部弘國 もまた 『西洋養生論』の 中で 「保健」 とい う訳語 を使用 した こ とは
， 入江 の 造語

で ある 「保健」が 明治時代 へ と継承 されて い っ た こ とを示 して い た。

　内務省衛生局保健 課が長 く継続設置を み た こ とは
， 「保健」語彙 とその 概念の 普及に 影響 を

与 えた。

　法令 ・通達等 で は
， 「保健衞生調査會 官制」 （1916）が ， 学術 ・専 門書 （雑誌）等で は

， 横

瀬 ・阿部共訳の 晒 洋養生 論』（1873）が そ れぞ れ 最 も早 く表記 した
。 そ の 後 ， 後者の 分野 で

は
， 明治年代に森林太郎や 川原汎 ら の 衛生 学者が早 くも使用 し始め

， 大正 年代 に入 っ て 「保健」

を付 した多様 な語彙 を生ん だ 。 概 して 「保健」 は
， 大正年代 に入 っ て 普及の 度 を強め

， その 末

期 頃か ら昭和年代の 初年 にか けて定着 して い っ た もの と考え られ る 。

　（2）
一般社会 （教育）的系譜

　衛生展 覧会 の 開催 は
，

一
般社会 に 対する 「保健」の 啓蒙 と普及 に貢献 した 。

　学校衛生におけ る 「保健」は ， 法令
・
通達等や 諮問

・
答申

・
建議等 に お い て は昭和初年に ，

学術 ・専 門書 （雑誌）等 に お い て は大正年代 の 半 ば頃か ら登場 した 。 その 後 ， 昭和 10 （1935）

年 まで に は
， 「保健」 を付 した多様な語彙 も現われ て定着を終えた の である

。

　従っ て 二 つ の 系譜をま とめ て 言 えば
， 和製漢語で あ る 「保健」は

， 昭和初年 に至 っ て 定着を

終えた もの と言える 。 な お
， 同 10年代 に入 り， その 語義内容を 「健康の 保持」か ら 「健康の 保

持増進」へ と変容させ，戦時体制の 強化 に伴 い ，さらに そ の 積極性 を強化 して い っ た の で あ

る 。
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